
2022 年度 第 76 回日本学連総会議事録 

 
 
【日程】2023 年 3 月 12日(日) 19:00-20:00 
 
【場所】栃木県塩谷町 自然休養村センター 
 オンラインでの参加も可とし、Zoom を併用した。 
 
【議事録作成者】鈴木璃土(筑波大学,責任者) 
 

【目次】 

1.2023 年度予算案 ...........................................................................................................2 
2.インカレの今後の開催形態について .................................................................................2 
3.日本学連理事候補の承認について ...................................................................................2 
4.学生の競技者登録費について ..........................................................................................2 
5.インカレの枠配分について ...............................................................................................3 
6.来年度日本学連幹事候補の承認について .........................................................................3 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1.2023 年度予算案 

2023年度予算案について浴本から説明。 
詳細は資料参照のこと。 
 
賛成 26/26校で承認。 
 
2.インカレの今後の開催形態について 

インカレの今後の開催形態について、浴本から現状と、総会での投票について説明。 
詳細は資料参照のこと。 
 
筑波大学(樋口)：各校で投票すると思うが、1 票などの僅差でも決定とするか。 
また、筑波大学では月の最終週に全体での会議を開いており、そこで話し合いたいため締め
切りを伸ばすことは可能か。現状ではどの大学にとっても短いように感じる。 
 
浴本：ここで決めなければならないので、決定とする方針。 
   締め切りは 3月末まで伸ばすこととする。 
 
①全日本スプリント共催案 6 
②ロングとスプリントが近接している場所でのみ、インカレを開催する案 18 
棄権 2 
 
よって②案に決定した。 
 
3.日本学連理事候補の承認について 

新日本学連理事候補 3 名について浴本より紹介。 
 
稲田旬哉氏 賛成 26/26校で承認。 
田中基成氏 賛成 26/26校で承認。 
根本啓介氏 賛成 26/26校で承認。 
 
4.学生の競技者登録費について 

学生の競技者登録費について、JOA副会長 大里様より、JOA と学連の関係とオリエンテー
リング界を取り巻く状況について解説及び、現状 0 円の競技者登録費を、1000 円(一般は
5000円)に増額したい旨を説明。 
 



5.インカレの枠配分について 

インカレの枠配分への意見書について浴本及び意見書を提出した静岡大学(井土)より説明。 
 
①変更なし 5 ②推薦枠 20 
③日本ランキング使用 0 ④棄権 1 
 
対象学連を絞り込む案 
賛成 13 反対 7 
 
よって、対象学連を絞ったうえで推薦枠を利用する案に決定した。 
 
6.来年度日本学連幹事候補の承認について 

来年度幹事について、候補それぞれから紹介。 
 
幹事長：市川竣介 
副幹事長：大石遥 
事業部長：森創之介 
会計：遠藤陽太 
普及部長：宮川葵衣 
事務局長：徳力雅哉 
広報部長：鎌倉京平 
渉外部長：鷲津加子 
北東学連幹事長：千葉望央 
関東学連幹事長：市川優人 
北信越学連幹事長：加藤聡一郎 
東海学連幹事長：舘直輝 
関西学連幹事長：吉岡晴樹 
中九四学連幹事長：一戸厚志 
 
それぞれ賛成 26/26校で承認。 
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